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 なお，日本工業規格は，工業標準化法第 15 条の規定によって，少なくとも 5 年を経過する日までに日本工業標準調査
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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

鋳造協会（JFSinc）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改

正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格であ

る。 

これによって，JIS H 5120:2009 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格に従うことは，次の者の有する特許権等の使用に該当するおそれがあるので，留意する。 

－ 発明の名称：無鉛青銅合金 

－ 設定登録日：2003 年 8 月 8 日 

－ 特許番号 ：第 3459623 号 

－ 特許権者 ：京和ブロンズ株式会社 

      京都府久世郡久御山町佐山新開地 314 

－ 発明の名称：銅合金とその合金を用いた鋳塊又は接液部品 

－ 設定登録日：2005 年 6 月 24 日 

－ 特許番号 ：第 3690746 号 

－ 特許権者 ：株式会社キッツ 

      千葉県千葉市美浜区中瀬 1 丁目 10 番 1 

－ 発明の名称：青銅合金 

－ 設定登録日：2006 年 3 月 3 日 

－ 特許番号 ：第 3776441 号 

－ 特許権者 ：株式会社キッツ 

      千葉県千葉市美浜区中瀬 1 丁目 10 番 1 

－ 発明の名称：青銅合金とその合金を用いた鋳塊・接液部品 

－ 設定登録日：2006 年 7 月 21 日 

－ 特許番号 ：第 3830946 号 

－ 特許権者 ：株式会社キッツ 

      千葉県千葉市美浜区中瀬 1 丁目 10 番 1 

－ 発明の名称：飲料水用銅合金製バルブ 

－ 設定登録日：2006 年 9 月 8 日 

－ 特許番号 ：第 3850861 号 

－ 特許権者 ：株式会社キッツ 

      千葉県千葉市美浜区中瀬 1 丁目 10 番 1 

－ 発明の名称：耐圧性に優れた鋳物用無鉛銅合金 

－ 設定登録日：2007 年 5 月 18 日 

－ 特許番号 ：第 3957308 号 

－ 特許権者 ：滋賀バルブ協同組合 
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      滋賀県彦根市岡町 52 番地 

      ：滋賀県 

      滋賀県大津市京町 4 丁目 1 番 1 号 

－ 発明の名称：銅合金系水道用部材 

－ 設定登録日：2007 年 4 月 20 日 

－ 特許番号 ：第 3946244 号 

－ 特許権者 ：株式会社栗本鐵工所 

      大阪府大阪市西区北堀江 1 丁目 12 番 19 号 

－ 発明の名称：無鉛快削性銅合金 

－ 設定登録日：2005 年 10 月 28 日 

－ 特許番号 ：第 3734372 号 

－ 特許権者 ：三菱伸銅株式会社 

      東京都品川区北品川 4 丁目 7 番 35 号 

－ 発明の名称：快削性銅合金 

－ 設定登録日：2007 年 2 月 16 日 

－ 特許番号 ：第 3917304 号 

－ 特許権者 ：三菱伸銅株式会社 

      東京都品川区北品川 4 丁目 7 番 35 号 

－ 発明の名称：鉛を超低量含む快削銅合金 

－ 設定登録日：2012 年 3 月 16 日 

－ 特許番号 ：第 4951623 号 

－ 特許権者 ：三菱伸銅株式会社 

      東京都品川区北品川 4 丁目 7 番 35 号 

－ 発明の名称：機械的特性に優れた鋳物用無鉛銅合金 

－ 設定登録日：2013 年 8 月 9 日 

－ 特許番号 ：第 5335558 号 

－ 特許権者 ：滋賀バルブ協同組合 

      滋賀県彦根市岡町 52 番地 

     ：株式会社ビワライト 

      滋賀県彦根市岡町 52 番地 

     ：滋賀県 

      滋賀県大津市京町 4 丁目 1 番 1 号 

－ 発明の名称：水道部材用銅合金 

－ 設定登録日：2013 年 11 月 8 日 

－ 特許番号 ：第 5406405 号 

－ 特許権者 ：株式会社栗本鐵工所 

      大阪府大阪市西区北堀江 1 丁目 12 番 19 号 

－ 発明の名称：鋳造性に優れた無鉛快削性黄銅 

－ 設定登録日：2014 年 1 月 17 日 

－ 特許番号 ：第 5454144 号 
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－ 特許権者 ：ＴＯＴＯ株式会社 

      福岡県北九州市小倉北区中島 2 丁目 1 番 1 号 

－ 発明の名称：水道部材用黄銅合金 

－ 設定登録日：2014 年 4 月 18 日 

－ 特許番号 ：第 5522582 号 

－ 特許権者 ：株式会社栗本鐵工所 

      大阪府大阪市西区北堀江 1 丁目 12 番 19 号 

－ 発明の名称：飲料水用のバルブ 

－ 設定登録日：2010 年 2 月 12 日 

－ 特許番号 ：第 4455507 号 

－ 特許権者 ：株式会社キッツ 

      千葉県千葉市美浜区中瀬 1 丁目 10 番 1 

 

上記の，特許権等の権利者は，非差別的かつ合理的な条件でいかなる者に対しても当該特許権等の実施

の許諾等をする意思のあることを表明している。ただし，この規格に関連する他の特許権等の権利者に対

しては，同様の条件でその実施が許諾されることを条件としている。 

この規格に従うことが，必ずしも，特許権の無償公開を意味するものではないことに注意する必要があ

る。 

この規格の一部が，上記に示す以外の特許権等に抵触する可能性がある。経済産業大臣及び日本工業標

準調査会は，このような特許権等に関わる確認について，責任はもたない。 

なお，ここで“特許権等”とは，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権をいう。 
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日本工業規格          JIS 
 H 5120：2016 
 

銅及び銅合金鋳物 

Copper and copper alloy castings 

 
1 適用範囲 

この規格は，砂型鋳造，金型鋳造，遠心鋳造，精密鋳造など（連続鋳造を除く。）によって製造された銅

及び銅合金鋳物（以下，鋳物という。）について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0403 鋳造品－寸法公差方式及び削り代方式 

JIS H 0321 非鉄金属材料の検査通則 

JIS H 0505 非鉄金属材料の体積抵抗率及び導電率測定方法 

JIS H 1012 銅及び銅合金の分析方法通則 

JIS H 1051 銅及び銅合金中の銅定量方法 

JIS H 1052 銅及び銅合金中のすず定量方法 

JIS H 1053 銅及び銅合金中の鉛定量方法 

JIS H 1054 銅及び銅合金中の鉄定量方法 

JIS H 1055 銅及び銅合金中のマンガン定量方法 

JIS H 1056 銅及び銅合金中のニッケル定量方法 

JIS H 1057 銅及び銅合金中のアルミニウム定量方法 

JIS H 1058 銅及び銅合金中のりん定量方法 

JIS H 1061 銅及び銅合金中のけい素定量方法 

JIS H 1062 銅及び銅合金中の亜鉛定量方法 

JIS H 1065 銅及び銅合金中のセレン定量方法 

JIS H 1068 銅及び銅合金中のビスマス定量方法 

JIS H 1070 銅及び銅合金中の硫黄定量方法 

JIS H 1072 銅及び銅合金中のアンチモン定量方法 

JIS H 1292 銅合金の蛍光 X 線分析方法 

JIS Z 2241 金属材料引張試験方法 

JIS Z 2243 ブリネル硬さ試験－試験方法 

 

3 種類及び記号 

鋳物の種類及び記号は，合金系及び鋳造法並びに表 2 の化学成分によって区分し，表 1 のとおりとする。 
 


